
























Gawain and the Green Knight）は中世アーサー王ロマンスの傑作とされる。主人公ガウェインはアー
サー王の甥で、いわゆる「円卓の騎士」の一人。本作は、アーサー王物語の中の「ビッグネーム」
の一騎士が、緑の騎士という得体の知れない騎士の「首切りの挑戦」を受け、予想外の危機に見舞
われる冒険譚である。本発表では、二つの観点からこの物語の意義を考察した。 
一つ目は、「ファンタジー」的側面である。突如宮廷に現れる「緑の騎士」、そして奥方から受け
取る「不死の腰帯」はファンタジー的連想を引き起こすとともに、実に例外的な描かれ方をしてい
る。後者に関しては、「不死の帯」としてその魔法的性質が言及されながらも、結果的にその効用が
曖昧化されている点で実に興味深い。これは、従来のロマンスの決まり事やコンヴェンションを自
覚した上で、詩人がある種のメタ的レベルから客観的に物語、あるいはジャンルそのものを捉えて
いるように思われる。加えて、詩人は一見現実とは無縁に見られがちな「ファンタジー」の世界が、
実は人間にとって重要で欠かせないことを暗に主張しているのではないだろうか。 
二つ目は、中世文学における「声の文化 “orality”」と「文字の文化 “literacy”」という視点から、
物語に描かれる両者の関係性を再考した。中世後期、「声の文化」から「文字の文化」へと移行する
過渡期に、詩人は双方の表現媒体に言及している。主人公ガウェインは、「噂を聞いて」宮廷にやっ
てくる緑の騎士、そして “text” に論拠を求めて誘惑を試みる奥方という、「声」と「文字」双方の
表現形式に苛まれているのである。 
時間の関係上、最後に本ロマンス作品が英語で書かれた意義を、自国語意識の芽生えという観点
から簡潔に述べた。14世紀末を生きた物語作者は、大陸の文人や知識人との交流を通して多様な価
値観と思想、文化を吸収していたからこそ、自国の言語、文学、そしてナショナル・アイデンティ
ティのあり方を模索するようになっていたと結論付けた。 
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